
オンラインで
申請できます
※申請にはアンケートへの
    回答をお願いしています

専門家による
ITツール選定・
活用サポート
※申請時に選択できます

補助額上限額30万
　　　　　　～下限額10万

補助率上限50%

ITツール導入・IT活用で
稼ぐ力を強化するチャンスです!

中小企業者及び小規模事業者等の皆さまへ

小規模事業者等 IT導入支援補助金のご案内
生産性の向上に資する ITツールの導入 ITツール導入・活用支援

申請から補助金受領までの流れ

③採択 ④事業の実施 ⑤補助金の受領②補助金への応募①アンケートへの回答

希望者は ITツール選定支援のみの利用可能

補助金の応募はせずに、IT専門家のアドバイスを受ける
ITツール導入支援だけの利用も可

専門家による導入活用支援も利用可能

沖縄県委託事業 令和3年度小規模事業者等 IT導入支援事業

補助対象者　 沖縄県内に主たる事業所を有する中小企業者及び、小規模事業者等

補助対象期間 交付決定日～令和４年１月31日（月）まで

補助対象経費
① ITツールの導入に要する経費　
　 ソフトウェア・クラウド利用費・その他知事が必要と認める経費
② ITツールの導入・活用の支援を受けるための経費（※IT専門家によるハンズオン支援）

申請方法　

応募条件

右のQRコードより
応募資料等をご確認の上、
ご応募ください。

応募受付期間 ～令和３年７月 30日（金）　
アンケート回答事業者かつ、
沖縄県内に主たる事業所を有する
中小企業者及び小規模事業者等

https://isc-okinawa.org/project-005/▶

オンライン
説明会
公開中!

経営者向け
IT活用セミナー
オンライン配信
&リアル開催

参加無料！



会計管理
帳簿や決算書のデータ作成、
従業員の給与や経費精算、

予算と実績の進捗をリアルタイムに
見える化できる予実管理ツール導入など

オンライン会議導入
資料を共有しながら遠隔で会議を実施。
移動時間の削減などの効果が見込め、

効率的な業務運営で、
生産性の向上が期待できます

顧客管理・営業支援
営業活動の管理に加えナレッジ共有や
営業分析、名刺管理・販売管理ツール、
チャットボットなどを活用した
Web接客ツール導入など

情報管理・共有
社内外のコミュニケーションを通して得られた

様々な情報の管理と共有を行う。
イベント管理、コミュニティ管理、ナレッジ管理、
社内SNS導入、グループウェア導入など

クラウドサービス
ネットを通じてサービスを

必要な時に必要な分だけ利用することで、
初期投資を押さえて IT 化を図ることができる。
SaaS導入、オンラインストレージツールなど

対象となる取組例 企業活動を進める上で、生産性向上や効率化を図るためのデジタル化のツール導入を支援します。

 〈その他〉

決済・請求

マーケティング

ペーパーレス・電子契約

人材管理・HR

分析・自動化（AI など）

098-953-8154 TEL： 受付時間  8:30～17:00（土日祝日を除く） 

担当：具志堅（ぐしけん）・宮部（みやべ）E-mail：
smbz@isc-okinawa.org

〒900-0004 沖縄県那覇市銘苅 2-3-6 那覇市 IT創造館4階    小規模事業者等 IT導入支援事業 

（受託事業者）小規模事業者等 IT 導入支援事業受託コンソーシアム
コンソーシアム代表：一般財団法人沖縄 ITイノベーション戦略センターお問合せ先

5 mm

〈計算方法の参考例〉会計ソフトの導入と IT専門家による定着化支援
●会計ソフト（130,000円）
●会計ソフトインストール、初期設定費用（50,000円）
●会計ソフト研修費用（130,000円）

●グループウェア
  （クラウド1カ月 8,000円× 5カ月利用（※）＝40,000円）
● IT専門家による定着化支援（20,000円× 3カ月 60,000円）

（※）実際の補助期間により計算方法が変わります

支援事例①

BtoB向けの人材紹介や研修がメイン
●担当者が各自独立して進めている案件が多く、社内全体の動きを把握しづらい
●各担当者が抱えている案件やボリューム、顧客情報や要望等を円滑に社内で共有したい
●コロナ禍の状況が逆に背中を押し、社内情報のIT化へ

業種：人材派遣業
従業員数：約10名 顧客管理・営業支援の ITツール導入

誰がどの案件を担当し、クロージングに向けてどの段階にいるのかを可視化できるように
●案件ごとに顧客企業への担当者が変わっても、
    弊社が今までどんなアプローチをしてきたのかが一目でわかる
●報告作業も簡素化され、戦略に費やす時間ができた

導入結果

課題と背景

補助金額 総額443,000円のうち50%にあたる221,500円を補助
（実質負担額 221,500円）▶

支援事例②

年間150人/日分の
時間削減（薬局）

▶総額 410,000円のうち50%にあたる 205,000円を補助　 （実質負担額 205,000円） 

支援事例③

一人当たりの付加価値額
454万円▶608万円

（小売）

グループウェア導入

音声入力ソフト導入で

で


